
　この度は、本商品をお買い上げいただきありがとうございました。本説明書をよくお読みの上

正しく、安全に施工していただきますよう、お願いいたします。

　この説明書には「お手入れ方法」が記載されています。組み立て・取り付け完了後、必ずお施

主様へお渡しください。

１．構造及び部品名称

２.　梱包内容

①　網戸本体　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　同梱パック

②　上枠

③　下枠

④　Ｌアングル　指定部品
　　（木額縁内付け用部材）

３.　組み立ての手順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）網戸本体の左右勝手を決めてください。開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き窓の吊元側に収納枠、ハンドル側に戸当り枠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  が来るようにします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  左右勝手の切り替えは、左図のように網戸本体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  の天地を逆にしてください。表裏を逆にしては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  できません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本体の表裏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●本体の表裏は、戸当り枠、収納枠にアンカープレートが
     　　　　組み付けられた方が裏側です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ワイヤー調整ネジが見えている側が表側です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）各コネクションブロックに幅、高さ調整用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  カラーが左図の要領ではめ込まれています。幅、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  高さ寸法の調整が必要な時に取りはずします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ① Dカラー・Uカラーは、それぞれ網戸本体の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  幅、高さを5mmきざみに調整する部品です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  幅、高さとも最大マイナス20mm調整できます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② カラーを使用して、幅調整を行った後は必ず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ワイヤー張力の調整（７.ワイヤーの調整参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  とシーリングパネルの長さカット（ハサミ等で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  切れます）を行なってください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）上枠、下枠それぞれの両端にコネクション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ブロックを差し込みます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

     　（4）プラスドライバーを用いて、コネクション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ブロック左右のネジを締め、上枠、下枠と隙間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  がないようにコネクションブロックを固定します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  注）電動ドライバーは使用しないでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  締めすぎるとコネクションブロックの山をこわ
     　  すおそれがあります。

     　  コネクションブロックを引っ張って固定されて
     　  いることを確認してください。

　部　材　名　称　　初期設定寸法mm

上枠　　　　　　　　　  Ｗ−  70
下枠　　　　　　　　　  Ｗ−  70
戸当り枠　　　　　　　  Ｈ−  73
収納枠　　　　　　　　  Ｈ−  73
スライドバー　　　　　  Ｈ− 123
シーリングパネル　　　  Ｗ−  28
ネット（高さPl）　　　  Ｈ−  51

(5) 網戸本体を左図のようにひろげ、コネクシ
ョンブロック付きの上枠、下枠を網戸本体の収
納枠・戸当り枠に差し込みます。

注）この時、もう一度左右勝手をご確認くださ
い。（開き窓の吊元側に収納枠、ハンドル側に
戸当り枠）
スライドバー両端のブロックのローラーにワイ
ヤーが掛かっていることを確認してください。

(6) 各コネクションブロックのネジを締め、収
納枠・戸当り枠と上枠、下枠を固定します。

注）電動ドライバーを使用しないでください。
締め過ぎるとコネクションブロックの山をこわ
す恐れがあります。
使用ドライバーはビットNO.2をしようしてくだ
さい。

コネクションブロックを引っ張って固定されて
いることを確認してください。

(7) 組み立て完成。

４．サッシ枠への取り付け
(1) 取付位置の再確認
網戸の開閉に支障のないように取付位置を決めま
す。
①取付枠が幅33mm以上ある場所。
②取り付けた製品に把手が干渉しないこと。

(2)取り付ける面の汚れ（ほこり、油分、水分等）
を取り除いてきれいにしてください。

(3)-A　サッシに直付け
四方枠の組み立て完成品を取り付け面にあてがい、
位置決めをします。
注）この時、鉛筆等でマーキングをしておくと便
利です。

(3)-B　木額縁の内付け（Ｌアングル付き製品）
木額縁の内付けの場合は、Ｌアングルを窓枠に取
り付け、製品を装着してください。
Ｌアングルは、下穴をあけてネジで固定します。

(4) 取り付ける位置が決まりましたら、網戸本体
裏面の収納枠、戸当り枠に付いているアンカープ
レートの両面テープの剥離紙をはがします。
注）アンカープレートに貼付されています両面テ
ープによりアンカープレートが固定されます。

注）Ｌアングル、アンカープレートは、上枠、下
枠にも取り付けできます。
この場合はアンカープレートを戸当り枠、収納枠
からはずし、上枠、下枠に組み付けてください。
Ｌアングルも取り付け面に合わせてカットしてく
ださい。

(5) マーキングの位置かＬアングルに網戸本体を
合わせ、しっかり圧着し、貼り付けて固定します。
注）アンカープレートの両面テープの接着効果が
正しく発揮されるためには接着後約24時間の経過
が必要です。接着後24時間以内に網戸本体を脱着
することはおやめください。製品の正しい位置決
めと、十分な圧着をお願いいたします。

６．網戸本体のお手入れ方法
(1) 網戸本体の取り外し
網戸本体の下枠（または、収納枠・戸当り枠）に
両手をかけ、手前方向に引っ張るとアンカープレ
ートから枠が外れます。
この時、端部から順にはずすようにすると簡単で
す。

(2)網戸本体の水洗い
網戸を広げ、立て掛けてください。
柔らかいブラシ等で水をかけながら洗ってくださ
い。
注）ネットやワイヤーを傷めないように注意して
ください。
汚れがひどい場合は、中性洗剤を使用してくださ
い。
シンナー、ベンジン等の有機溶剤は絶対に使用し
ないでください。

(3)乾燥
水洗い後は、網戸本体の各部を充分に乾燥させて
ください。

(4)網戸本体の再取り付け
網戸本体の収納枠裏側の縦溝と、サッシまたはＬ
アングルに付いているアンカープレートの突起部
をあわせ、強く押し込み固定します。同様に戸当
り枠も固定します。
収納枠、戸当り枠が完全に固定されたことを確認
してください。
注）上枠、下枠にアンカープレートを付け替えた
場合も同様にはめこみ、固定します。

(6) 網戸本体の取り外し
網戸本体の下枠（または、収納枠・戸当り枠）に
両手をかけ、手前方向に引っ張るとアンカープレ
ートから網戸本体が外れます。
この時、端部から順にはずすようにすると簡単で
す。

(7)アンカープレートのネジ止め
収納枠についていたアンカープレートは両面テー
プにより取付枠に仮止めされますのでタッピンネ
ジで固定します。
注）ネジを強く締め過ぎるとアンカープレートが
破損します。
電気ドライバーは使用しないでください。

(8)網戸本体の再取り付け
網戸本体の収納枠裏側の縦溝と、アンカープレー
トの突起部をあわせ、強く押し込み固定します。
同様に戸当り枠も固定します。
収納枠、戸当り枠が完全に固定されたことを確認
してください。
注）上枠、下枠にアンカープレートを付け替えた
場合も同様にはめこみ、固定します。

５．操作方法
開閉はスライドバー中央部の手掛け部に手を掛け
て行ないます。

◎

×
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コネクションブロック（各1）

左上

　　　　　　　　　　　　　　右上

左下

　　　　　　　　　　　　　　右下

Dカラー（4）

　　　　　　　　　　　　Uカラー（12）

Ｌアングル取付ネジ（8）

アンカープレート取付ネジ（16）

コネクションブロックにはめ込み済

上枠

シーリングパネル

コネクションブロック
　　右上

Ｌアングル

(指定部品）

アンカープレート

コネクションブロック
　　右下

コネクションブロック
　　左下

Uカラー

Dカラー

収納枠

プリーツネット

下枠

スライドバー

ワイヤー

戸当り枠

コネクションブロック
　　左上

製品幅Ｗ

カラー調整でＷ−20

アジャストフック

アンカープレート

32.5

32.5

25

サッシ枠

木額

開き窓（戸）部 ガラス部

マーキング

Ｌアングル

(Lアングルを指定した場合同梱されていません。）



７．ワイヤーの調整

①コネクションブロックの幅調整カラーを取り除き、幅寸法
を調整した場合

②スライドバーの走行が極めて重（軽）い場合 ③スライドバーと収納枠、戸当り枠が平行でなく、美観及び走
行性に支障がある場合

(1)　戸当り枠のアジャストフックネジをゆるめます。 (2)　スライドバーを収納枠側へ密着させ、テープで仮止めす
るか、手を添えてスライドバーを固定します。

(3)　アジャストフックをそれぞれ動かし、やや強めの張力で
調整し、ネジでアジャストフックを固定します。

(4)　仮止めテープをはずし、スライドバーを戸当り枠へ密着
させて、隙間がないことを確認してください。

(5)　スライドバーを左右に動かし、走行性を確認してくださ
い。

(1)　スライドバーを戸当り枠に密着させ、テープで固定する
か、手を添えてスライドバーを固定します。

(2)　収納枠のワイヤー調整ネジをゆるめ、ワイヤーが張る方
向に動かして、ネジで固定します。

下記のような場合はワイヤーの調整を行なってください。

各ワイヤーの張力を確認してたるんでいたり、均等でない場合は調整してください。

(3)　仮止めテープをはずし、スライドバーを左右に動かし、
各ワイヤーの張力が均等であることを確認してください。

カラー

スライドバー スライドバー

戸当り枠

アジャストフック

アジャストフック

スライドバー

（12.08.S.）


